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草
山
臼
山
の
傍
怠
る
一

小
峰
陀
住
し
・民
申
堂
を
建
つ
。
市
民
申
塚
と
糾
す

る
是
た
り
。
後
塔
婆
を
建
つ
。
近
放
共
の
訟
を
開
拓
し
、
-
H
公
の
洞

を
位
〈
。
と
い
へ
り
。
平
衣
按
・
干
る
に
.
従
前
金
制
仲
良
寺
町
王
永
寺

附
近
な
る
三
間
近
少
林
寺
の
向
う
に
庚
申
堂
と
終
し
.
山
伏
凶
教
寺

と
い
ふ
あ
り
し
が
、
此
の
問
教
寺
由
来
書
K
云
ム
。
品
目
越
前
図
の
領

主
朝
倉
議
長
の
出
棋
士
羽
左
近
正
之
と
い
ふ
者
あ
り
。
天
五
年
中
棚
倉

氏
織
回
信
長
公
の
録
に
波
法
す
。
此
時
期
左
近
践
と
成

p
・
足
州
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於
て
入
獄
し
居
た
り
。
然
る
に
左
近
の
母
、
議
長
の
銀
守
腎
間
金
剛

傘
を
祈
念
す
る
事
基
切
な
り
し

K
、
共
志
願
の
怒
験
た
り
し
に
や
、

皮
巾
の
夜
数
疋
の
猿
来
て
獄
合
を
政
り
去
り
た
り
け
り
。
左
近
不
思

磁
陀
思
ひ
、
鵜
に
蜘
川
合
主
活
れ
出
で
、
本
図
越
前
に
立
飾
り
、
我
が

家
に
話
盗
し
居
た
り
け
り
。
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る
に
信
長
卿
・
明
智
光
秀
が
鴨
川
民
生
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依
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て
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世
間
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〈
成
り
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し
て
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と
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彼
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守
な
る
腕同
商
金
剛
命
の
柏
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負
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車
中
り
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加
州
へ
立
越
え
・
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臼
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逃
立
し
て
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帥位砕
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目
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